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問 い 合 わ せ 先 

 膵頭十二指腸切除術における門脈合併切除に関する研究のお知らせ 

研究に関するお知らせ 

湘南藤沢徳洲会病院では以下の研究を行います。 

本研究は、機関の長の許可を受け、関連の研究倫理指針に従って実施されるものです。 

研究期間： 当院院長許可日 ～    2024 年  3 月  31 日 

 

〔研究課題〕  

膵頭十二指腸切除術における門脈合併切除例の検討 

〔研究目的〕  

膵頭十二指腸切除術（PD）における門脈合併切除（PVR）の血管再建では、門脈の切除長や吻合部の屈曲な

どに注意し、必要に応じて患者自身の静脈あるいは人工血管をバイパスの材料（グラフトと言います）として用

いた再建が行われます。問題点として門脈狭窄・閉塞や、脾静脈合併切除に伴う術後門脈圧亢進症などの合

併症を起こす可能性があります。そこで、PD＋PVR 後 6 ヶ月以内のこれらの合併症の発生と臨床病理学的因

子（癌の進行度）との関連を検討し、合併症予防のためのリスク因子を検討します。 

〔研究意義〕  

PD＋PVR 後 6 ヶ月以内の門脈狭窄や門脈圧亢進症などの術後合併症の発生と臨床病理学的因子との関連

を検討することにより、リスク因子の解明や安全対策の策定が可能となることが期待されます。 

〔対象・研究方法〕  

日本膵切研究会参加施設 171 施設で 2019 年 1 月 1 日から 2022 年 6 月 30 日までに施行された、PD＋PVR

症例を対象とします。診療録に記載された過去のデータをふりかえる研究(後ろ向き研究)として行います。年

齢・性別などの背景要因・検査所見・手術の状況・術後の合併症等に関するデータを収集します。本研究の解

析で得られた知見を学会・論文を通じて医療レベル全体の向上を図るとともに、今後診療を受けて頂く患者様

に良質な医療を提供するための資料として活用ることで更なる治療成績の向上や合併症等発生低下を目指し

ます。 

〔研究機関名〕  

帝京大学を研究代表機関として全国の日本膵切研究会参加施設が参加して行う研究です。 

研究代表者は帝京大学医学部外科学講座 教授 三澤健之 です。 

参加予定施設と責任者は別紙のとおりです。 

〔個人情報の取り扱い〕 

研究で使用する全ての情報は、各参加施設から帝京大学に提供される情報も含め、研究対象者の個人情報と

は無関係の番号を付けて個人を特定できないように加工されます。これにより、対象者の秘密保護に十分配

慮します。また、各機関の規定等に従い、情報は厳重に保管され、研究終了後に一定期間の保管の後に破棄

されます。 

対象となる患者様で、ご自身の検査結果などの研究への使用をご承諾いただけない場合や、研究についてよ

り詳しい内容をお知りになりたい場合は、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。 

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

  

 

 

研究責任者：種村 宏之                  職名  外科 部長 

 

所属： 湘南藤沢徳洲会病院 

住所：神奈川県藤沢市辻堂神台 1-5-1     TEL： 0466-35-1177 

             


